The Reality of Post-regulatory Changes and Our Mission and Responsibility as Employers by 奥村 真介
３．労働者、企業、日本経済における派遣法改正後の現実。
　　及び雇用主としてのあるべき雇用機会提供と働く人の成長
　　支援について
アデコ株式会社副社長兼COO　奥　村　真　介 
　皆さん、こんにちは。アデコの奥村と申します。今の連合の新谷さんのお話の中で、改めて皆さ
ん“派遣はけしからん、派遣は悪である”というイメージを持たれたのではないかと感じています。
　まず冒頭に、なぜ私が今日ここに立っているのかということについて、少しお話しします。
　私たちアデコという会社は、“better work, better life”（ベターワーク、ベターライフ）という
言葉を世界共通の企業理念として掲げています。すなわち人それぞれの最適な就業機会を提供して
仕事を充実させることで、人々の生活をより良くしていくことが私たちの企業使命であるという意
味です。登録型派遣のみならず、私たちは常用型派遣も正社員紹介も業務請負なども、人事人材に
関するすべてのことを業として行っている会社です。
　それから私自身に関してですが、社業のほかに次のような活動をしています。経済同友会におい
て雇用・労働市場委員会の委員として、働く意欲にこたえる社会の構築という政府への提言活動や、
教育と雇用とが切っても切れない関係であるがゆえに、学校と企業の交流活動推進委員会の委員と
しての活動も行っています。主に学校の生徒、先生、保護者に対する授業等々を行っています。さ
らに、外国人労働者の問題も将来必ず来るべき問題だと認識し、外国人が集まる国のあり方を考え
る懇談会にも参加しています。また、セーフティーネットという問題で安心・安全がいかに重要か
という点で、社会保障改革委員会においても活動しています。それから、働く人々のメンタルヘル
スの維持向上を支えるプロを育成するということでEAP、Employee Assistance Professionalsと
いう普及協会の理事としても活動しています。
　これらすべては、よりよい日本の雇用労働環境をつくりたいという強い想いを持っているがゆえ
です。よって、本日ここに立ってお話しするのは、自社、自業界に対する利益誘導のためでは全く
ありません。就業形態による差別ではなくて、働く意欲を持って頑張る人が、仕事ぶりに応じて区
別されて評価される、そういう社会を実現したいという思いから、今日ここに立ってお話しします。
　さて、ではこれから、二つの論点でお話しします。まず一つ目は、派遣法改正がなされた後の世
の中の現実がどうなるかということについてです。それから二つ目は、私たち派遣会社等々は雇用
主です。雇用主として何をすべきか、特に就業機会の提供を通じた育成の観点ということでお話し
します。
　ここにまずは派遣法改正法案の概要について、改めて確認のために列挙しています。（シート2）
　派遣法の改正法案は、ここに書いてあるように労働者保護と雇用の安定とが目的とうたわれてい
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ます。しかし、労働者視点で見た場合には、これらのほとんどは働き方の規制であると言わざるを
得ません。
　例えば登録型を禁止するとありますが、資格取得の学校に行きながらとか、転職をするはざまで
とりあえず手っ取り早くつなぎで仕事をしたいとか、子育てをしながらあいている時間で仕事をし
たいとかいうニーズは世の中に必ず存在しています。こういうことができる選択肢をここでは禁止
しようとしています。製造業務において、派遣の働き方だけがだめだとなっています。2カ月未満
の短期で派遣の仕事をするのはだめだと、日雇い派遣という言葉で禁止をうたっています。企業グ
ループの派遣会社からその企業グループ内で仕事をするのに制限をつけ、みんながみんなそのグ
ループ内で働いてはだめだといっています。企業グループの派遣会社に行く方々は、まさにそのグ
ループで仕事をしたいから行っている方々が多いはずにも拘らず。
　このように、世界中に存在して活用されている一つの働き方そのものを規制しているのが、今回
の派遣法改正案であると言わざるを得ません。結果として、働き方の規制ということは、選択肢が
減り、就労の機会が減ると言わざるを得ません。就業機会が減るということは、働けない人すなわ
ち失業者が増えることになります。もしくは、派遣からパート・アルバイトという直接雇用への切
り替えは増えるかもしれませんが、待遇は実際には下がり、雇用はさらに不安定化すると言わざる
を得ない部分が多いと思います。
　それはなぜかについて、次のスライドで詳しく見ていきます。（シート3）
　このスライドは若干細かいので、ポイントだけ伝えます。法改正後の社会の現実がどうなるのか
示したフローチャートです。これは企業、企業社員、派遣社員、それから国民全体という幾つかの
観点で横軸で整理してありますが、この部屋の外の第3ルームに学生の方々もたくさんいると聞い
ていますので、ちょっとわかりやすい例えを引いて、これをプロ野球に例えて話してみます。
　ここは早稲田ですので、身近な球団としてシャイアンツということでいかせてもらいたいと思い
ます。ジャイアンツではありません、シャイアンツ。
　皆さんご存じのとおり、プロ野球は12球団で日々毎年勝敗を争っています。プロ野球はボランティ
アによるNPO法人ではなく、お金を払っても観てみたいという優れたプレーを観せるという顧客
価値提供です。それによって収益計上することが、球界が成立する大原則。そして、この収益が選
手やスタッフに分配され、また球団が観客を魅了するというビジネスモデルです。ここまではだれ
もが否定できない事実だと思います。
　ここでプロ野球を国際経済に例え、シャイアンツを日本、そして他の11球団を諸外国に例えてみ
てください。このように置きかえるとどのようになるでしょうか。日本、シャイアンツは何事にお
いても常に世界の中の日本であり、諸外国と一定の国際ルールの中で協調しつつ、基本的には競争
をしています。これは前提条件について今お話ししています。
　日本企業、日本人労働者、（すなわちここではシャイアンツとシャイアンツの選手）が勝たなけ
れば、国民の豊かさ幸福さはありません、シャイアンツ全体の幸福さ豊かさはありません。以上の
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ように日本は常に国際的勝負の中で生計を立てていることが、プロ野球の世界と似た非常に重要な
ポイントになります。
　さて、今のイメージを持ったまま、雇用の硬直化、企業の硬直化とここに書いてありますが、こ
の部分について少し考えてみてください。今の派遣法の改正に基づいた話として申し上げます。
　シャイアンツにおいて、『すべての選手雇用を「一度雇ったらやめさせてはいけない、やめさせ
ることができない」というルールが発生し、そしてテスト生、トライアウト、外国人助っ人などの
一切の一時的、臨時的選手雇用を規制し、すべて無期の正社員選手のみに規制した、限定した』と
します。一方で他の11球団、すなわち外国各国は従来どおりそこに規制はないとします。皆さん、
それでシャイアンツが強くなると思いますか。収益分配という原則の中で、選手全体の給料が増え
ると思いますか。雇用する選手の人数が増えると思いますか。
　一度採用したら引退するまでやめさせることができないとするならば、こうなります。
　球団は全体の選手採用の人数をコントロールしようとします。それから、そのために選手雇用を
徹底的に厳選して絞り込みを行うようになります。また、戦力状況に応じた臨機応変な補強はでき
なくなりますので、結局チーム力は弱まり、話題性も人気もシャイアンツは落ちていくことになる
でしょう。
　同じことが企業においても言えます。雇用がすべて無期の終身雇用となると、これはもちろん理
想です。私もそうなればいいと思います。ですから、連合の新谷さんがおっしゃる世界になれば、
もちろんすばらしいと思っています。大賛成です。でも、現実には難しいのです。雇用がすべて無
期の終身雇用となると、企業は簡単に人を採用しなくなります。なぜならやめさせることができな
いからです。雇用が硬直化すると企業が弱くなり、弱くなると結局社員を守れません。そこはジレ
ンマなのです。
　野球の例に戻りますと、すぐに試合に出られる力を既に持っている人は採用されるけれども、潜
在能力があってもまだ開花していない野球選手は採用機会が減り、挑戦する機会を失うことになり
ます。これがすなわち、就業機会の減少、そして失業者の増加という話になります。
　次に同じ例えの中で、企業正社員間の雇用環境が悪化するという話をします。
　派遣社員をシャイアンツにおける練習生に例えます。練習生の起用はオーケーとなったとします。
ただし、練習生には一定の期間制限がついています。今は諸都合で野球だけに専念することはでき
ないが、練習生として給与をもらいながら、もっと長い期間練習をして、自己成長とレギュラー獲
得に挑戦したいと望んでいる人がいるとします。ところが、期限が来たら強制終了になります。つ
まり練習生の意欲にかかわらず、練習機会は制限されることになります。これは現在の派遣の期間
制限と似ているところがあります。
　では、この期間制限はけしからんということで、一定期間練習した者は能力・実力に関係なく強
制採用とするとルールを改正しました。そうするとどうなるでしょうか。
　これができた場合には、当然選手の雇用数は増えることになると思います。ところが、そうなる
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と選手1人当たりの収益分配、すなわち平均給与は下がります。または、もらう人ともらわない人
との格差は拡大する、いずれかになります。なぜならば、シャイアンツの収入は一定だからです。
雇用の人数を増やすことと収入が増えることとは全く別の論理だからです。
　頑張っても頑張らなくても差がつかないと、頑張る人が頑張らなくなります。それを防ぐために
は当然球団側は採用選手間での待遇差を広げざるを得ません。すなわちこれがフェアだからという
ことになります。ですから、このように全員正社員にすれば格差が縮小するというのは、分配とい
う観点でいえば論理的に破綻しています。“非正規”と“正規”との格差問題がよく言われていま
すが、結局“非正規”をすべて“正規”にした場合、“正規”の中で改めて格差が起こるだけだと
言わざるを得ません。
　そして、先ほど全員が強制採用となった場合には選手雇用数は増えるでしょうと申しましたが、
現実社会においては一定の期間、例えば3年間練習したものはすべて選手として雇用しなければな
らないとなると、実際には2年9カ月～11カ月で練習生をやめてもらうということが起こります。実
際にここ1年間ぐらいの派遣の規制の中で、直接雇用のパート・アルバイトに替わっている方々は
非常に多いわけですが、実際の雇用契約は3カ月から1年の契約の更新で、2年11カ月で終わるため
に最大、最長2年9カ月までとされているケースがほとんどです。ですから、ここで待遇の改善は一
切なされていません。むしろ時給は下がっています。この現実の因果を踏まえず一方だけ語るのは
無責任な空論です。
　次に、雇用の海外流出というポイントについても考えてみます。
　給与配分は平等にすべきであるとすると、先ほど述べたように、必然的に優秀な選手への配分は
減ります。結果、彼ら優秀な選手は他球団に出ていくことになります。シャイアンツからどんどん
いい選手がいなくなって、結果シャイアンツはどんどん弱くなります。シャイアンツのオーナーと
しては、こんなに規制が多いのであれば、規制がない他の球団の運営をせざるを得ないと、リーグ
やチームの変更を進めます。これが雇用の海外流出と同じことです。実際に現在日本企業の多くは、
同友会でも各企業の皆様方からいろいろな話を聞きますが、現実的に今回の法改正の動き他を受け
て、真剣に本社も含めて海外への移転を考えています。
　では、選手の賃金を維持すればいいのではないかということですが、選手の賃金を維持するため
には、観戦チケットや放映料の値段を上げるしかありません。そうすると、観戦できない人が増え
るわけです。もしくは、テレビＣＭ料を払っている我々一般消費者の負担が増える。要するにもの
の価値、ものの値段が上がるということです。するとシャイアンツ戦は高いからもう観に行かず、
他球団の試合だけにするとなります。すなわち日本製品の競争力が下がり、輸出が落ち、結局日本
全体の国民所得が減るという問題にまで発展します。これは私が大げさに言っているものではあり
ません。
　ここのところを非常にくどくどと述べますが、私は、資本主義か社会共産主義かという思想論を
展開したいのではありません。単純に、現在社会は経済活動によって成り立つ、これが現実です。
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そして全ての経済活動は需要と供給によって成り立ち、需給には常に繁閑と波とが存在する。した
がって、雇用が需給によって一定の変化を強いられるのは必然であり、これをいくら“ケシカラン”
と否定しても、現実社会の抗えない原理原則なのです。経済に需給の波があるように、企業の栄枯
盛衰もまた必然と言わざるを得ません。すなわち、“理想”ではなく現実を見据えようということ
を言っているわけです。企業は需給にかかわらず雇用を続けた場合、最後は倒産します。倒産した
ら、当然一気に雇用者は解雇されることになります。当然世の中からも非難されることになります。
　そもそも雇用調整ができるのは、財務的に一定の余裕があるタイミングまでしかできないはずで
す。例えば割り増しの退職金を払うことも、財務的にお金がなくなってからではできません。そう
でない限り、悲惨な整理解雇しか選択肢がなくなるわけで、これをやはり避けなければなりません。
そうすると、需給の波に対する労働雇用の調整という現実は、ある意味では避けることができない
必然であると言わざるを得ません。ですから、私たちが考えるべきは、全員を正規雇用にするとい
う理想の話ではなく、いかに雇用の流動性をどう適切に運営していくのかということを前提に制度
を考えなければ、制度そのものが画に描いた餅でしかなくなるということを非常に危惧しています。
　長くなりましたが、本題の根本問題は、正社員は試合に出ている出ていないにかかわらず成績を
上げている上げていないにかかわらず解雇されることはなく、正社員以外は頑張っているいないに
かかわらず雇いどめ、事実上の解雇になるという構造です。これを是正するために、非正社員の働
き方を原則禁止し、全員正社員にすれば問題が解決するという論理は空論で無責任な目先のごまか
し、朝三暮四です。
　そもそも派遣法の改正法案は、正規雇用労働者に対して非正規雇用労働者に格差があるという根
本問題を解決する目玉法案として議論されています。しかし、これが本当に根本解決につながるの
でしょうか。ここに次から次へとパイチャートが出ています。（シート4）日本全体の15歳以上の総
人口における生産年齢人口から始まり、そのうちの労働力人口、そして就業者6300万人、うち被雇
用者が5100万人、こういう日本全体の労働市場の状況があるわけです。この被雇用者5100万人に占
める派遣社員の割合は、ここに示されているように2％にすぎません。“正規社員”が67％、33％が
“非正規”と呼ばれているもので、非正規の中のほんの一部が――非正規の中でいえば8％相当だと
思いますが、派遣社員です。労働市場全体の98％が派遣労働以外の就業形態であるにもかかわらず、
派遣規制で正規、非正規の格差問題が解決するという議論をするのは、やはりまやかしと言わざる
を得ません。
　また最近、女性の労働就業機会の拡大が非常に叫ばれています。“正規社員”の男性、女性の比
率7対3に対して、“非正規”は3対7で逆になっています。いかに“正規社員”の女性が活躍するハー
ドルが高いかということを現実の数字は示しています。
　改めてここで“正規”、“非正規”とは何ぞやということの定義について再確認をしておきます。
（シート5）“正規”とは、ここに書いてある五つの要件、直接雇用、無期、フルタイム、月給制、
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それから社保の加入、これらがすべてかつで結ばれていますので、一つでも欠けるとこれは“非正
規”と定義されています。これは政府総務省、労働力調査の定義がこうなっています。
　派遣法は、先ほども先生方の話にもありましたが、常用雇用代替となってはならないという原則
論が根底にあります。すなわち、正規社員の雇用を脅かすものであってはならないという言葉で説
明するほうがわかりやすいかもしれませんが、そこに仕事が存在するのであれば基本的に正規で雇
いなさい、一時的臨時雇用はいけませんというのが、派遣法の根本的な考え方になっています。
　ところが、皆さんもそうですが、すべての働く人々が直雇用の無期のフルタイムの月給制の社保
加入という働き方を望んでいるでしょうか。決してそんなことはないと思います。
　実際に派遣労働者の意向を確認してみた資料がここにあります。これは人材派遣協会のアンケー
トに基づいた資料で、結論を言うと、派遣労働者のうち「正社員で働けないから」という理由で派
遣を選んだという方は、赤で囲んでありますが全体の35％です。それ以外の方は、何らかのポジティ
ブな理由で派遣として仕事をしています。また、今後望む就業形態は何ですかと派遣で働いている
方々に聞いたアンケートの結果は、4割の方は正社員で働きたいと答えていますが、残りの6割の方
はそれ以外の就業形態を望んでいます。
　こんな声がよく聞こえてきます。「私はみずから望んで派遣の働き方を選択した。そして誇りと
こだわりを持って働いている。私は時間で働いているし、契約期間は長くないので、ずっと仕事が
できるように一生懸命働いている。時には正規社員以上に頑張ってくれていると褒められることも
多い。新しく入ってきた社員を指導することもある。だけど“非正規”と呼ばれる。何かおかしい。」
そういう声が非常に多く聞こえてきます。
　次のスライドに“正規”、“非正規”についての分類を改めてまとめてみました。（シート6）
　“正規”とは先ほど申し上げたように直接の無期、そして“非正規”とは直接と間接と両方があっ
て、基本的には無期でないということは有期ということになります。無期か有期かという問題は、
雇用側、労働側、それぞれの都合がありますので、有期だけ、無期だけでは不都合なはずです。こ
こには状況に応じた多様な選択肢があることが不可欠だからです。
　そして、実は有期雇用においては間接雇用にこそ、そのメリットがあるともいえます。なぜなら
ば、無期雇用は有期雇用に比べると雇用者と労働者、相互の互いに対するロイヤルティーが高くな
いからです。期間限定で終身雇用でないのだから、当然ある意味ではそうなります。お互いにです。
別の言い方をすれば、労働者の雇用者に対する交渉力も弱いということになります。ですから、も
ちろん組合のような組織ができればすばらしいと思います。
　ところが、現在は労働組合もないし、需給の波にさらされているし、昇格や昇級の機会もほとん
どない。給与を上げてくれといっても、かわりはほかにでもいると言われたらもうやめざるを得な
い。ですから、有期は無期に比べて、受動的な就業形態と言わざるを得ません。
　だからこそエージェントが必要なのです。第三者が間に入ることで、賃金交渉をしたり、自分の
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市場価値を常に他の就業先と比較したり、他の就業先への移籍を検討したりすることができます。
こういうことは仕事をしながら自分一人ですることは非常に難しい。ですから、間接雇用の形態で
あることが非常に重要で、1対1の関係ではなく、エージェントが入ることによって、1対ｎの関係
になることが非常に有益な特徴なのです。
　ここから、やや身分序列の話に入っていきます。先の基調講演でも例が出ましたが、“正規”と“非
正規”との比較議論の話は通説としてよく言われています。
　例えば、年収が違うとか、よって結婚の比率も“非正規”は“正規”の半分ほどしかないとか、よっ
て非正規雇用が少子化の一要因であるとか、若者のフリーター化もゆゆしき問題で、よって非正規
労働はやめさせるべきだという論理が世の中でよく展開されています。しかし、この話も先ほどの
シャイアンツの例えと同じ話で、全員正規雇用にすれば、結婚をして子供が増えるとするのは全く
論理的に飛躍しています。正規になれば給与がふえるという前提条件論理が現実として破綻してい
るにもかかわらず、正規になればみんな給料がふえて結婚できて子供が生めるというのは、全く空
想論でしかありません。
　若者のフリーター化というのは、先ほどの仮説シャイアンツで例えれば、テスト生制度を廃止す
る一方で、一度雇用したら戦力外通告ができない。ベテラン、ベンチ選手をずっと雇用しているか
らフリーターが増えるわけです。採用機会と評価基準が公平でないことが問題と考えています。
　ですから、先ほどの“正規”、“非正規”の比較議論に関していえば、私自身は「比較すると違い
があるのは当たり前ではないか」と思っています。結果データだけを比較すれば、当然そうなりま
す。なぜならば、働いている都合が違うからです。フルタイムで働きたくないから派遣で働いてい
る人もいるのですから、収入がフルタイムで働いている人よりも低いのは当たり前です。ですから、
全体の平均値で比べるのではなくて、やはりばらつきできちんと調べていくことが非常に大事だと
思います。
　そして、この比較議論の最大の問題は、身分が違うと言われている問題だと私は考えています。
日本の社会は働き方によって身分の序列があると言わざるを得ません。ここに書いてあるように、
1番目が正社員、2番目が契約社員、3番目が派遣社員、4番目がパート・アルバイトと、序列がまる
で士農工商のように決まっていると言わざるを得ません。私のような人材会社の経営者が、身分が
違うなどと言って大丈夫かと思っている方がいらっしゃるかもしれませんが、早合点しないで下さ
い。私はこれを肯定しているのではなくて、否定しているのです。
　なぜ身分といいますか、就業形態によって身分格差をつくるのか、これが私は最大の問題だと思っ
ています。派遣法の期間制限の話があります。例えば26業務と呼ばれているもの以外では、1年な
いし最大3年以上派遣で働いたら直接雇用しなければならないという規定です。これなどは、期間
制限がなかったら、あなたはいつまでも派遣社員の身分のままでしょう、ですから派遣社員の期間
を制限してあげるという考え方です。これは先ほどのみずから望んで派遣で仕事をしている6割の
方々にとってみれば、甚だ迷惑で失礼な“上から目線”の話でしかありません。
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　このように、派遣は、間接雇用として、多様で流動的な就業形態の象徴的存在です。これを規制
することは、画一的で硬直的で、身分制度が維持された労働市場への方向づけをしようとしている
ことにほかなりません。これが、派遣法改正議論の最大のポイントです。
　すなわち解決すべき問題は、派遣規制ではなくて、むしろ規制緩和による縦割りの労働制度を崩
すことにあるべきです。その問題を正面から議論しないで、2％だけしか占めない派遣の問題で労
働問題が解決するというロジックでこの問題を語っていくことが、そもそもまやかしで、それが非
常に危険であると考えています。
　この観点で私は実は派遣制度を保護し維持したいというよりも、実際には崩したいとも言えるか
もしれません。すなわち、派遣だけ規制して正社員化というまやかし論ではなくて、正規や非正規
などという働き方の違いによる差別ではないものをつくっていく必要があると考えています。それ
が同一価値労働同一賃金の考え方です。
　最初のページに均衡待遇という話がありましたが、これがすなわち同一価値労働同一賃金への第
一歩になっていることは事実ですが、まだこれは現実的には進んでいません。昨年度、改正・パー
トタイム労働法の中でこの同一価値労働同一賃金という考え方が施行されてはいますが、これは長
期の契約が保障されている直雇の方、すなわち産休社員等に対して保障されているのみとなってい
ます。ですから、まだまだこの考え方は推進していかなければなりません。
　残り少ない時間の中で、もう少し視野を広げていきたいと思います。（シート7）
　ここにそもそも仕事の仕方についての絵をあらわしています。左に行けば行くほど受動的で固定
的な仕事のやり方で、右に行けば行くほど逆に能動的で柔軟的なやり方です。Do、How、Whatと
書いてありますが、Doというのは、とにかくやれと言われたことをやるという仕事です。Howと
いうのはそのやり方を考え、Whatというのはそもそも何をやるかも考えるというようにいろいろ
なことを考えてやっていく、それが横軸に書いてあります。縦軸に労働生産性の高い低いというこ
とと、仕事そのもののオリジナリティー、独自性の高い低いということを書いてあります。これが
すなわち世界的な常識でいうと、賃金の低い、高いということとリンクしていきます。
　一般的諸外国のラインは左から右に行くほど給与は高くなっています。これはすなわち能動的柔
軟的に仕事をし、オリジナリティーと労働生産性が高いほど給与が上がっています。そうでない限
り給与は低いというものです。
　それに対して日本は、就業形態別にラインが三つに分かれます。三つのラインのうち、一番下の
ラインはパート・アルバイトです。基本的にDo、やれと言われたことをやる仕事しかやらせてもらっ
ていません。ですから、やる能力があっても、HowやWhatを考える機会は与えられていません。
　次にこの二番目のラインが派遣社員の就業形態をあらわすラインです。これも同じくパート・ア
ルバイトに比べれば多少Howも含めてやらせてもらっていますが、派遣の仕事はここまでと厳格
に法律に決められているので、どんなにやる気があって、企業側からもぜひやってよと、あなたに
やってほしいと言われても法律上やらせてもらうことができません。結果として、ここまでしか給
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料が上がらないわけです。
　そして一番上が正社員のラインですが、ここに、もう一つ大きな問題があります。日本の正社員
の給与は、諸外国より実は高いのです。日本の正規雇用の給与は、諸外国に比べて、ある一定のレ
ベルまで高い。最後のレベルまで行くときには諸外国のほうが日本の労働者の給与を上回りますが、
高いのです。高いことはいいことですが、これをどうやって維持していくかということを考えてい
かない限り、どんどんと日本以外の国の労働者に雇用をとられていくことになります。もちろんグ
ローバルに活動していくことは相互にいいことですけれども、日本の雇用を考えたときには、これ
は非常にゆゆしき問題です。ですから、労働生産性をどうやって高めていくのか真剣に考える必要
があります。
　労働生産性を高める最大の解決策は、簡単です。“生産性が低く独自性も低いけれども給与が高
い人”の給与が下がって、そして“給与は低いけれども労働生産性や独自性が高い人”の給与を上
げていくことをやっていくしかありません。これはすなわち正規や非正規、もしくは先ほどの四つ
の身分階級における縦割りの労働市場をつくっている限り、全く相互の横の労働生産性の競争が働
きません。結果として、日本の高賃金は下がっていき、諸外国に雇用を奪われていく。私は、これ
が派遣論争における最大の問題だと考えています。
　ここはもうさらっといきますが（シート8）、以上の観点から、私たち人材会社が雇用主として一
体何をするべきかということについては、改めて言うまでもなく、多様で自由な働き方を維持して
支援していくこと。それから、いろいろな就業形態を組み合わせて、公平な挑戦機会を提供してい
くこと。特に若年層、高齢者層、それから女性に対してそうしていくことが第一にあります。
　次に、能力開発と育成という点があります。これは確かに今現在言われているように、まだまだ
不十分な点がたくさんあります。私どもアデコとしても、働きたい人の潜在的な能力、顕在能力を
どうやって本質的に見極めていくのか。単にテストで点数をつければ人の仕事の能力が測れるとい
うものではありません。ですから、そういうことをしっかりと見極めて、その人に応じた仕事を紹
介していくことを現在も大いに推進しています。
　それから、仕事を形式論ではなく本質論でとらえて動機づけていくこともやっています。この部
分の話は話すと長くなりますので端的に言いますが、先ほどからも先生方の議論の中で出ています
が、日本は特に、ある仕事をこういう仕事だと仕事を部分的に取り出すことが非常に難しい構成に
なっています。仕事と仕事とが相互につながっているわけです。ですから、最終的にその仕事が一
体どういうお客様のためにどういう価値を出すのかということをしっかりと考えていった場合に、
一つ一つの仕事にも一つのプロセスができ上がり、それがどんどんつながっていきます。そのあた
りをしっかり把握しない限り、「あなたの仕事は、電話がかかってきたらとるのが仕事だから」と
いうことであっては、労働者は自分が一体何のために仕事をしているのかわからなくなります。そ
んな状況には、能力の発達、スキルの発達はあり得ません。
　それから、現在も紹介予定派遣というものがありますが、実践型の職業訓練の促進ということで、
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і΁ᎍŴ˖ಅŴଐஜኺฎƴƓƚǔ෉ᢔඥોദࢸƷྵܱŵ
ƓǑƼŴᨽဇɼƱƠƯƷƋǔǂƖᨽဇೞ˟੩̓Ʊ
΁ƘʴƷ঺ᧈૅੲƴƭƍƯ
і΁ᎍ෉ᢔඥોദకƷಒᙲ
і΁ᎍᙻໜưƸŴ
΁Ɩ૾ᙹС
ڂಅᎍف
ᨽဇɧܤܭ҄
࣏᪰
ݼіᢠ৸Ꮓ
ݼіೞ˟ถ
ٻឃ঺ƩƕٻƖƘჳႽƠƯƍǔ ᲢࢸᡓᲣ
やはりふだん自分が1人で活動してもつけないような仕事に、派遣の仕事を使って就業機会を得て、
そこでやや高いハードルに向かってしっかり仕事をする。そして、我々派遣会社は、その仕事ぶり
をしっかり評価する。クライアントにも交渉する――クライアントとは企業です。そのことによっ
て、どんどん難しい仕事にチャレンジさせていかなければならないと思っています。これが実践的
職業訓練というもので、これはクラスルームトレーニングで、授業で幾ら仕事とはこういうものだ
と教えてもなかなか身につきません。百聞は一見にしかずという言葉がありますが、百聞は一行に
しかずだと考えています。
　それから、先ほど申し上げた同一価値労働同一賃金の推進です。
　最後に、“正規”、“非正規”という差別的呼称をなくしたいと考えています。“非正規”という言
葉は英語でそのまま訳しますと、irregular、informal、illegal、inappropriateと訳されますが、ど
れも非常にネガティブでややアンダーグラウンドな響きがあります。究極的には正規社員を固定社
員、非正規社員は一般社員とでも呼んでいくというような、固定されていない労働者が雇用保障の
リスクをとって、常に実績で勝負する分、むしろ賃金にプレミアムがついていくという究極的な世
界に、それはもちろん難しいと思います、ただ、最終的に頑張る人が報われる社会とはそういうも
のだと考えています。いつの日かそういうことができるように、本質的な議論に正面から向き合い
たいと思っています。
　ご清聴ありがとうございました。
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і΁ᎍŴ˖ಅŴଐஜኺฎƴƓƚǔ෉ᢔඥોദࢸƷྵܱŵ
ƓǑƼŴᨽဇɼƱƠƯƷƋǔǂƖᨽဇೞ˟੩̓Ʊ
΁ƘʴƷ঺ᧈૅੲƴƭƍƯ
ӕዸࢫиᅈᧈ ψ Ჽ᳉᳉ ښ஭Ⴧʼ
<Adecco Proprietary>
P2
і΁ᎍ෉ᢔඥોദకƷಒᙲ
z ႇ᥵׹෉ᢔƷҾЩᅠഥᲢݦᧉಅѦǛᨊƘᲣ
z ᙌᡯಅѦ෉ᢔƷҾЩᅠഥ
z ଐᨽ෉ᢔƷҾЩᅠഥᲢଐŷǇƨƸȶஉˌϋᲣ
z ݦǒ෉ᢔ лᙹС
z ෉ᢔέǁƷႺ੗ᨽဇǈƳƠᙹܭ
z רᘖࢳᢀ
z ȞȸǸȳྙƳƲƷऴإπ᧏Ʒ፯Ѧ҄
“෉ᢔі΁ᎍƷ̬ᜱƱᨽဇƷܤܭ”ƕႸႎƱƞǕƯƍǔƕ…Ŵ
і΁ᎍᙻໜưƸŴ
΁Ɩ૾ᙹС
ڂಅᎍف
ᨽဇɧܤܭ҄
࣏᪰
ݼіᢠ৸Ꮓ
ݼіೞ˟ถ
ǄƱǜƲƸŴ΁Ɩ૾ƷᙹСưƋǓŴі΁ᎍƷƨǊƴƳƬƯƍƳƍŵ
ٻឃ঺ƩƕٻƖƘჳႽƠƯƍǔ…ᲢࢸᡓᲣ
<Adecco Proprietary>
― 59 ―
??
??
??
??
?
??
??
??
??
?
シート１
シート２
08基調講演-奥村真介.indd   59 2011/02/10   13:47:51
P3
ႇ᥵׹෉ᢔᅠ
ഥࠝဇᨽဇ҄
෉ᢔ૰᣿ɥଞഥǉ
໯Ơ
ǹǿȃȕǁƷዅɨૅ
৚ɦƛƟǔǛࢽƣ
෉ᢔ૰᣿Ǜዜਤ ෉ᢔ˟ᅈ͂င
෉ᢔƱƍƏ
΁Ɩ૾ƕෞ๒
෉ᢔƔǒȑȸȈȷ
ǢȫȐǤȈǁЏǓ
ஆƑǔ
ȑȸȈǢȫȐǤȈ
ƠƔᢠǂƳƍ
ˁʙƷஊ໯ƴ᧙ǘǒ
ƣμՃᨽဇŴዅɨࠝ
଺᝟ਃ
୎ൢफ҄
ᨽဇɧܤܭ҄ьᡮŴ
“෉ᢔЏǓ”Ɣǒȑȸ
ȈЏǓ”ǁ
ૼƠƍˁʙǛᐯЎ
1ʴư੕ƢƷƸᨂမ
௛䈐䈢䈒䈩䉅௛䈔䈭䇮
(ᄬᬺ⠪Ⴧ)
෉ᢔƴǑǔዅ
૰ถݲ
଺ዅ30%ถŵᅈ˟̬
ᨦɧҗЎŵஊዅ˞ୗŴ
ƕӕࢽưƖƳƍ
ˁʙƷஊ໯ƴӳǘ
ƤᨽဇʴૠƸᐯƣ
Ʊᨂမ
˖ಅƕ
Ⴚ੗ኳ៲ᨽဇ
ദᅈՃƕفьŴ˖
ಅቫМႩƸɟܭ
1ʴƋƨǓƷ᝹᣿
Ўᣐྙ˯ɦ
ദᅈՃ᧓Ʒ఍ࠀਘٻ
Ɣ࠯ר᝹᣿ถݲ
ᨽဇƕ࣏ᙲƳ
଺੔ဇƕ׉ᩊ
˖ಅᄒႺ҄
᝹᣿ǛɦƛƳƍ
і΁ǳǹȈɥଞ
̖఍᠃۫
ཋ̖ɥଞ
ଐஜᙌԼƷᇤʗщ
˯ɦ
᠞ЈถŴ
׎ൟ৑ࢽถ
෉ᢔǹǿȃȕƷᨽဇ࿢ؾफ҄
˖ಅദᅈՃƷ ᨽဇ࿢ؾफ҄
׎ൟኺฎƷफ҄
˖ಅᇤʗщƷफ҄
෉ᢔ˟
˖
෉ᢔᴕᴘᴇ
˖ಅᅈ
׎
ඥોദࢸƷྵܱᅈ˟Ʒਖ਼ݑᛇኬȕȭȸȁȣȸȈ
ᐯဌٶಮƳ΁Ɩ૾
Ʒᢠ৸Ꮓƕถǔ
⾆㊀䈭(ᅚᕈ)
ഭ௛ജᷫዋ
è*1)࠯ר଺ዅƸ෉ᢔᅈՃ1,321όƴݣƠŴȑȸȈƸ800όŵҽဃі΁ႾH18࠰ᛦ௹ኽௐ
̊ :ǷȣǤǢȳȄƸࢍƘƳǔƔᲹᢠ৖ƸفƑŴዅɨƸɥƕǔ
ᨽဇƷෙٳ්Ј
׎ϋᨽဇถ or
<Adecco Proprietary>
P4
ƦǋƦǋ෉ᢔƩƚᙹСƠі΁բ᫆ǛᛖǔƷƸǇǍƔƠưƋǔŵ
ဃင࠰ᱫʴӝ /ዮʴӝ
᳸ബ
ႊɢ
ബ᳸
ႊɢ
19%
14% 85⊖ਁੱ
67%
Əƪі΁щʴӝ
ܖဃሁ
ႊɢ22%
66⊖ਁੱ
78%
ڂಅᎍႊɢ

Əƪݼಅᎍ
62.8⊖ਁੱ
95%
ᐯփȷܼଈ
ݼಅᎍሁ
Ჲ.Წႊɢ
ࢫՃႊɢ
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